


























1. これについては， Kemp-Ohyama (1978)， Khang (1969)および小';1)(1979) を参
照。また，この研究分野の一つに有効保護理論がある。
2. この研究については， Hazari・Sgro-Suh(1981)および小田 (1984)を参照。


















(1) Xt=F(Lt， Kt， Mt)=Lt/(kt， mt). 
(2) Xn=G(Ln， Kn)=Lng(kn)， 
但し，kj=Kj/Ljおよび mtニ Mt/Ltである。そして，/と gはそれぞれ
次の事柄に従う。
( 3 a) /1 > 0， /2> 0， / -k t/1 -m t /2 > 0 ， 
( 3 b ) /1く 0，/2く 0，L1三 /1/2-/f2 > 0 ， 
( 3 C) /12> 0， A 1 =ム/1十 mt/12く 0"A2三 kt/12+mt/22く0，
( 4 ) g' > 0， g -k ng' > 0， g"く 0，
但し，たとえば， /1三 θ//akt，/12三 δ2//θmtaktなどであり ，g'三 dg/dkn，
g"三 d2g/dk;である。
各部門が直面している投入物の価格は，輸出可能財をニュメレールにして，
その価値限界生産力に等しい。いま Wj， Yj，ρMおよび ρnをそれぞれ労
不完全要素移動のもとでの輸出規制と所得分配
働，特殊的要素，輸入中間財および非貿易財の価格とすると (jニ t，n)， 
( 5 )ωt = /-kt/l-mt/2' 
( 6 )η=/1， 
( 7 )ρ'M=/2' 
( 8 ) Wn=ρn(g-kng')， 












(11 )ηj= dln(Lj)jdln( w)w;)， i， j= t， n; iヰ}.
で、ある 6)この労働供給量に等しく労働が需要される。ところで， 什0)式と
(11 )式で表わされた弾力性の関係は





(13) Et= PMMt， 
で与えられる。
4.この移動性の尺度としては， Hill-Mendez (1983)および、 McLure(1970)に拠る。


























(14) 卸 tム=( -kt(kt!llム+mt!12mt) -mt( kt!21ム+mt!22mt )， 
(15) Yt1't = kt!llム+mt!12mt，















Al7}tWt-AlηtWn + ytrt= mt!12Et 
を得る。
(15' ) 
A2ηtWt-A2ηtWnニ mt!22Et(16' ) 
となる。(14')-(16')式より，輸出規制の変化による要素価格の変化の効果
を求めると，






を得る。 但し at三 rtk~mtη tJ/D， an三 rtmt(-Wd22+k1ηtJ)/D，βt三







となる。但し， γ三 Wtrtmd2dD>0 である。これより，この変化の影響は，
輸出財部門1こおける労働の価格に対する方が非貿易財部門におけるそれより
も強いことが分かる。したがって Etミ0に応じて，

















(26 a )ム ηtrEt， 
















( 8 )式を全微分し、 (20)式と (26b )式を用いると，
(29) sn=(αn+ (Jn)Et， 
を得る。但し，(J n 三 ρnk~g" 7)nr/Wnく O である。また，上式より，
(30) ゐn-tn= -(JnEt， 
を得る。
( 9 )式を全微分し， (26 b )式と (29)式を用いると，
(31) 九=βnEt，
を得る。但し， βn三 αn+(J n+ (kng" 7) nr/g')く O である。また，上式より，




















( 1 )式を全微分し， (17)式， (18)式および (22)式を用いると，
(36) X t={(ωtηtr+ρMmt)グ}Et，












(38) U= U(Dt， Dn)， 




(39) UZ/U1 =ρn 
である。
また，予算制約式は，





(42) dU/U1 = dDt十 ρndDn，




(44) dXt十ρndXn一九ldMtニ (WtLtηt-WnLnηn )rEt， 
を得るのであるから， (42)式に (43)式と (44)式を考慮、に入れると，
(45) d U/U1= (ωtLtηt-wnLnηn)γEt， 
を得る。さらに， (12)式を考慮、に入れると，上式は，
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